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2007 年  03 月  13 日  

熊野の旅 不思議な無人駅 大泊駅  

 JR が国鉄と呼ばれ、列車の窓がまだ開いたころの大泊駅はにぎやかでした。 
 旅客なんてそのころからほとんど居ませんでした。小さな集落にできた駅ですから

居るはずも綯いのです。 
 ここ大泊は戦後すぐに付け替え開通した国道４２号線の『佐田坂』の上り口です。

ずっと海岸線を走ってきた国道４２号線はこの先のリアス式海岸を避けて一路山越

えにかかります。そのほうがはるかに近いからです。 
 そしてこの奥の山の中に、テネシー計画を思わせるような戦後復興をかけた『熊野

川総合開発』の舞台があり『七色ダム』『池原ダム』などのダムが作られたのです。 
 ダムと言うものはものすごい量のセメントの塊です。そのセメントは地元で作るこ

とができなければ運んでくるしかありません。そして、貨物列車によって山陽方面か

らどんどん運ばれてきました。 
 そのセメントは一番便利な『大泊駅』で下ろされ、サイロに入れられました。ここ

からは悪路を越え現場まで運ばれたわけです。トラックが通れるだけの道路を確保す

るために国道１６９号線などは改良されました。改良と言ってもその当時の改良です

から一車線に退避場つき程度ではありましたが、新しい道路も作られ『電源道路』と

呼ばれたりしました。 
 当然、ダイナマイトなども運び込まれ、完成が近づくと発電機の部品もここか運ば

れました。分解しきれない発電機の心臓部の『ローター』は巨大で後ろの車輪も舵が

ついたトレーラーで運ばれました。 
 こうした国家事業を支えた駅であったので引込み線も何本もあり、線路の脇には

『セメントサイロ』がありました。その名残でサイロはありますが、今はセメントは

トラックで来ていますね。 

 
 引込み線は外されてしまいましたが、貨車の待避線は一部残されています。そこを

利用して保線区の資材の一時的な置き場や作業用車両の一時置き場になっています。 
 大泊駅に行くとそうしたへんてこな車両が見られることがあります。 
 もちろんここは無人駅です。国鉄官舎などもありません。青空駐車の状態ですが、



乗り逃げする人も居ないでしょう？？今の金属泥棒なら分解してしまうかもしれま

せんがね。 
 そのためか、旧駅敷地を民間の払い下げ民家が立っています。それも、待避線に入

れた車両との隙間に人も入れないほどぎりぎりまで払い下げていますから、ここでは

分解は無理でしょうね。先見の明があってここまで払い下げたのか？？ 

 

 
 カメラはセンチュリーグラフィック２３ 
Tags:熊野市 国道４２号線 クラシックカメラ   by je2luz | 2007-03-13 11:26 

 

 

 

 

 



2007 年  03 月  14 日  

熊野の旅 今年は？ 紀和町丸山千枚田  

 
 非常に珍しくカラー写真です。 
 もちろんまだ今年はまだこんな風景は見られません。そろそろ荒起こしが始まり稲

作の気配がし始めるころです。 
 ここは熊野市紀和町…まだちょっと違和感があるのですが、合併によって一年余り

前から熊野市になった旧南牟婁郡紀和町です。そして、棚田ブームに乗って少し有名

になった『丸山千枚田』です。 
 千枚田以外に何もない…暮らしを支えてきたのは山林労務でしたが、林業衰退でそ

の仕事は激減しました。それよりも、高齢化が進んで山働きも困難に… 
 交通事情は公共交通機関なんて使えませんが、自家用車を使う分には国道３１１号

線もすっかり整備されたので、熊野市でも新宮市でも３０分くらいでしょうかね。都

会流に言えば通勤最適範囲の住宅となのでしょうが、田舎では山の中の不便な集落に

しか見えません。 
 うまく役場にでももぐりこんだ子供は残れますが、それ以外は残りようもありませ

ん。年毎に親たちは老いて行きます。 
 ここも、前知事の肝いりで観光地にしてからは、『棚田オーナー』などという制度

もつくり、耕作が継続できるように役所も努力はしていますが、実態はだんだん苦し

くなってきているように見かけられます。こんなことは継続させることは非常に困難

です。オーナーも飽きてくるし…安くない米に長く理解を示すことは難しいようです。 
 今年はどれだけの棚田が無事に作付けしてもらえるのやら・・・ 
 何本のかかしが棚田を見守るのやら・・・ 

  
Tags:千枚田 紀和町 熊野市          by je2luz | 2007-03-14 10:57 

 

 

 

 



2007 年  03 月  15 日  

熊野の旅 せっかく消えていたのに・・・リゾート  

 バブルの後半に、三重県が主体になってと言うか、今ではあったことも忘れられて

いる『リゾート法』に乗っかって登場した東紀州活性化策がありました。 
 ゴルフ場と宿泊施設をセットにして観光客を呼ぼう…ってことです。 
 当時は日本中にゴルフ場計画があり、どう考えてもゴルフ客数に対しゴルフのホー

ル数が多すぎる世になると言われた時代です。  
 まあ、『役所が考えてみんなに勧めるときはやめるとき』と、農業などでは言われ

てきましたが全くそんなことです。 
 熊野市の場合、運が良かったのか、計画立案でコンサルタント会社などに巨費は払

いましたが、経営の見込みが立たないので引き受け手がなく頓挫しました。各地で土

地は譲渡したのに造成途中で放置され、地権者すらはっきりしないゴルフ場予定地が

続出したことを思えば被害が少なく済んだものでした。 
 そのあとも、手を変え品を変えして…はんの少し色を塗りなおしてこの計画はくす

ぶり続け、とうとう芽を出してしまいました。 
 これも、『世界遺産』が大きな役割を果たしました。 
 尾鷲に巨大な会館を作った三重県ですから、バランスから言っても熊野市にもやら

なくっちゃあと言うことでしょうね。 
 要するに蜜柑園を買い上げて 20 室のホテル、10 棟のコテージ、温浴施設、レス

トラン、工房、食品加工実演施設、観光情報を提供する学習館などを作ろうと言うも

のです。 
 建設費は約 30 億円…民間会社に補助金としてあげちゃいます。あげちゃうから夕

張のように維持費負担はないのだそうです。すごい発想です。 
 ターゲットは団塊世代だそうです。 
 09 年に開業してが…捕らぬ狸の皮算用…ですね。 
 土地は 3 億円あまりで三重県が買い取って 10 年間無償貸与だそうです。そのうち、

無期限貸与になるのではないかと思いますが・・・ 
 30 億円の 9 割が県費です。地元熊野市は 1 割負担です。 
 国道からはずいぶん離れていて、通過客が飯を食いにくることはまずないでしょう。 
 開業すれば地元の人が物見遊山気分で押しかけますから、最初だけは客がいるのは

当たり前です。そう、テレビが取材するころはどこの施設でもそうなんです。 
 シーガイヤみたいに立派なものじゃないでしょうが、どうやって客を呼ぶのやら…

世界遺産が好きで熊野古道歩きに来るお客さんの好みとはいささかかけ離れている

ような感じもしますがね… 
 本当、あんたたちは偉い！ 
 それはそうと…団塊世代に近い方が見ていらっしゃるなら… 
 この施設はあなたたちのためのものなんですから、ぜひおいでください…09 年開

業だそうです。 



 

Tags:熊野古道 熊野市 バブル       y je2luz | 2007-03-15 11:50 

 

 

 

 

2007 年  03 月  16 日  

熊野の旅 本当に来て貰いたいのは？？？  

 豪華ではないが巨費を投じた交流拠点などと言う不思議な名前の施設が出来ます

が、部屋数 20、コテージ 10 ですよね。 
 昔のように和室に団体をまとめて放り込むスタイルは取れないのですから、たとえ、

軌道に乗ってもたいした客数にはなりません。稼動率部屋の 60％だとすれば…そし

てツインでも一人泊りがあることを勘案すると…たいしたことなくなるのです。 
 いまある、簡易保養センターは役所仕事とはいえもう少し町に近く、一応全国チェ

ーンで、部屋数もたくさんあって、温泉もあって…なのに… 
 もうひとつ、合併して熊野市にやってきた紀和町の『瀞流荘』があります。これま

た万年赤字の公的宿泊施設です。 
 今度のものがほかの二つの客を減らすことはあっても、全体の宿泊客を増やす見込

みは無いように思われます。 
 浮気っぽい世の客は新しいものの方に移動しますからね。 
 こんな発想の箱物つくりでは地元にお金は落ちません。 
 どうせ、外から団塊世代の人を呼ぼうとするなら『観光客』ではなく、直せば住め

る家の残っている定年退職者を呼び戻したほうが確実かもしれません。 
 もっとも、老齢者は退職者医療保険とはいえ先行き医療費の増大を覚悟しなくては

なりませんがね。 
 よそで嫁さんをもらった人はその嫁さんの同意が得られにくいようです。 
 しかし、その策もせいぜい 30 年くらいで底をつきます。つまり、就職してよそに

出てゆく人自体が急速に減少していますからね。 
 神々の里と言われる熊野の地ですから、そちらにお返しする日が近づいているのか

も… 



 
Tags:熊野市 モノクロ  鬼ヶ城・紀伊山地  by je2luz | 2007-03-16 12:49 

 

 

 

 

2007 年  03 月  17 日  

熊野の旅 千枚田 オーナー募集中・・・だそうです  

 書いたばかりの『丸山千枚田』ではオーナーを募集中です。 
 中身は忘れちゃいましたが、一年契約のオーナー制度で、オーナーになると自分に

割り当てられた区画で、地元のお百姓さんの指導で田植えや稲刈りなどの農作業体験

が出来て、お米ももらえるものです。もちろん、ぜんぜんこられなくてもちゃんとお

米は出来ます。 
 受付先も良く分からないのですが、今では丸山千枚田も熊野市の中ですから、熊野

市役所に問い合わせれば分かると思います。都会のお役所のようにたらいまわしして

分からなくなることはないです。 
 今月中くらいの募集で、応募が多すぎると抽選だそうです。抽選になるほどあれば

いいのですが… 
 今は国道１６９号線が上北山村地内のがけ崩れで通行止めになったままなので、大

阪、奈良方面の方は１６８号を迂回しなくてはなりませんが、紀和でしたらそんなに

遠回りにもなりません。 
 千枚田の作付け。収穫はこの辺では遅いほうになります。山間部での手植えになり

ますから、苗が育つのが遅くなりますから… 
 まあ。詳しくは市役所の『観光交流課』？に聞いてください。 
 電話は 0597-89-4111 （代）です。 



 

Tags:千枚田 紀和町         by je2luz | 2007-03-17 12:13  

 

 

 

 

2007 年  03 月  18 日  

熊野の旅 募集ついでに・・・熊野大花火大会  

 先日、2007 年用の花火の試射をやっていました。 
 そうそう新しい花火と言うものは出てこないものですが、工夫の後の見られるもの

もありました。 
 熊野の花火は、普通の打ち上げ花火のほかには、海面で爆発察せる『海上自爆』や、

鬼ヶ城の岩盤の上で爆発させる『自爆』、海に向かって低く打ち出してすれすれで爆

発させるなど、会場の特長を生かしてさまざまな形態があります。 
 それだけに、花火師さんも色々と試行錯誤を重ねているようです。そして、この花

火の試射も年々熱を帯びているようです。今年はかなりの人数の花火師さんが鬼ヶ城

と木本港岸壁に結集してテストをしたようです。 
 派手ではないし、開く角度ではいったい何を描きたかったのか分からなくなる、「ね

こ」「みかん」「さかな」などの変わり花火も色々試行錯誤しているようです。 
 こうして、花火師さんたちの準備も着々と進んでいるようです。 
 今年も 8 月 17 日に行われます。 
 今年は週末に近い金曜日の夜です。 
 午後七時からなのですが、普通の日なら奈良などからでも三時間も掛からないでこ

られるのですから、夕方早く出て…と言いたくなるのですが、国道 169 も 311 も会

場になる木本の手前で全部国道 42 号線と併用になってしまい、ものすごい混雑、渋

滞になりますから、午前中に出てもらわないと着きません。 
 金曜日も休める方ならぜひおいでください。一度熊野の花火を見るとほかの花火が

物足りなくなる、『音』の迫力があります。 



 見物席と爆発地点の近さが桁外れに近いですから・・・ 
 おいでくださいといっても、宿のほうは熊野市内で取れるとは思えませんが・・・ 

 

Tags:熊野市 国道４２号線 熊野大花火       by je2luz | 2007-03-18 12:09  

 

 

2007 年  03 月  19 日  

熊野の旅 紀州への旅行とカメラ  

 最近の旅行客を見ていると、カメラを持った人が減ってしまいましたね。 
 デジタルカメラを含めても少なくなったような気がします。 
 メガネを掛けてカメラを持っているのは日本人…とまで言われたカメラ好きの日

本人も。デジタルカメラの普及のころから『写真で残す』習慣が薄れてきたようです。 
 当然のこととして、観光地にある『記念写真屋』さんも仕事が減ってしまったよう

です。 最近はことに携帯電話のカメラで写真？を撮って、「写真を撮ったつもり」

の人が多いようです。 
 熊野の旅の思い出の写真が残っていない人がこれからは増えるのでしょうね。 
 自家用プリンターでの写真は短い年月で消えてしまいます。パソコンの中のデータ

もクラッシュと同時に消えてしまいます。 
 データの保管も、CD、DVD に焼いておかないといけません。さらに、この光学メ

ディアは劣化、変質することがメーカーでも言っていることです。定期的にその時代

のメディアに焼きなおすことも忘れてはいけないことです。 
 もっとも、フィルムを使っても、カラー写真の寿命は白黒に比べはるかに短いです

ね。コニカは『１００年プリント』なんて宣伝したことがありますが、１００年とは

カラープリントにとって驚異的な長さなんです。普通の保管状態だと２０年ほどで退

色し始めるでしょうね。 
 悪いことに、ネガのほうも下手すると変色初めて焼き直しが利かなくなってきます。



実に厄介な話なのです。 
 その点、白黒写真は作法通りに定着・水洗いさえ出来ていればまさに１００年は印

画のほうもフィルムのほうも大丈夫です。 
 時代錯誤かもしれませんが、大切な記録は『白黒写真』で残した方が良いと思われ

ます。 
 今出ている『カラー処理の白黒フィルム』は私の言う耐久性のある白黒ではないと

思われます。カラーならスライドのほうが長持ちしますね。 
 ただ。南紀のような田舎にこられるときは、普通の３５mm カラーネガフィルム以

外はどこでも手に入りません。ブローニーを使う方はカラーネガも無いと思ってくだ

さい。 

 
 ３５mm でも、白黒やポジは見つかりません。 
 つまり、田舎に行くときはよそうよりたくさんのフィルムを持ってきていただきた

いのです。京都や奈良ほど被写体だらけというわけではありませんが、人によっては

たくさん消費するかもしれません。 
 私は通販で資材は調達しています。地元を大切にと思っても、もうずいぶん昔から

そうした資材は売っていませんからね。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ         by je2luz | 2007-03-19 10:10  

 

 

 

 

2007 年  03 月  20 日  

熊野の旅 国道 169 号線通行可能の見込み  

 国道 169 号線が吉野郡上北山村地内で崖崩れがおき通行止めになってずいぶんに

なりますが、ようやく見込みが立ったようです。 
 見込みが立ったといっても、暫定で片側通行です。4 月末をめどに工事をするよう

です。 
 この国道 169 号線と言うのは今までも、上からの崖崩れ、下側からの崩壊による

路盤喪失など、通行不能になるが何度もありました。 



 今のように防災工事などなされていないころは、小規模の落石が毎日のように発生

するので、「道路工夫」が委託され、毎日見回りと除去をしながら車を通していた道

です。 
 二車線化に伴い、当然のように山の切り取りが大きくなりました。 
 切り立っていてまっすぐ登ることも出来ない山の斜面に二車線の道路を貼り付け

たのですから、恐ろしいような切り取りが延々と続きます。 
 おまけに、この 169 号線が越えてゆく叔母峰は岩石が砕けた非常に不安定な地盤

ですから、防護ネットで完全に止められるようなものではないのです。 
 この沿線に作ったダムの『大迫ダム』が水をため始めるとともに集落ごと崩れ初め

て問題になって完成後も運用できない状態です。 
 今回の崖崩れは運悪く犠牲者を出したので、マスコミも騒ぎ、復旧工事も手がつけ

られないで来ましたが、地元からすると、これくらいの崩壊は当たり前で… 
 『叔母峰が通れんみたいやで…』 
 『どこや？』 
 『池原と河合の間らしいは…』 
 『ようけか？』 
 『今度のはちょっとおおきいみたいやで、ちょっと掛かるんと違うか？』 
 『大阪へ行かんならんのやけど、ちょっと伸ばそう…』 
 などということで、土砂さえ取り除いたら通れたものでした。 
 通さないと、上北山村、下北山村ともに中央との連絡が途絶えてしまいます。 
 昔はすべて木本から物資が入っていたのですが、今では橿原、奈良、大阪方面から

になっていますから、日常生活にも支障が出ます。 
 それに、熊野も関西方面のお客さんはほとんど全部 169 号経由ですから、こうし

た長期の通行止めは釣り餌屋さんや渡船屋さんなどに大きな影響を与えているよう

です。 
 犠牲者が出なかったら、マスコミも騒がず、当の昔に車は通っていたでしょうね。 
 あそこが危険で通せないなら、この道路はほぼ全線が危険区間で通行止め、使用不

可になります。 

 
 それから、ゴールデンウィークには通れるようですし、片側通行と聞けば混雑を予



想されるでしょうが、工事による時間規制以外の片側通行なら、混雑は起きません。 
 おきるほど通行料はありませんから… 
 そうそう、同じあたりで国道 309 号線は何年も崖崩れで通行止めです。そっちは

直りませんね･･･ 
 直らないほど需要の無い国道なのでしょうかね？？？ 
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2007 年  03 月  21 日  

熊野の旅 道路の優先順位 国道３０９号線  

 昨日は国道１６９号線の土砂崩れについて書きましたが、もう少しこの辺の道路に

ついて書いてみます。 
 南紀に向かう道路は、紀伊半島をぐるっとふち取りするような国道４２号線が一番

大きなものです。これはまさに大きな紀伊半島のふちを走る形です。 
 紀伊半島は半島と言っても幅が広く、地図で見てもどこからが半島か分からないも

のです。 
 従って、ふちを回るルートでは遠回りになることがあります。 
 名古屋方面からは４２号線は遠回りにはなりませんが、京都、奈良から、そして大

阪からもこのルートは遠回りになります。 
 近いのは山越えルートなのです。これが国道１６８号線の五条市ー新宮市ルートと

国道１６９号線の橿原市ー熊野市ルートです。さらに、この１６９号線とかなりの部

分共用する形で熊野市ー御所市方面ルートの国道３０９号線が走っています。 
 このルート、1000ｍを越える行者還峠（ぎょうじゃがえり）を越す区間が上北山

村と天川村の間にあります。冬は凍結して非常に危ないルートです。 
 実はこのルートが距離的には熊野・尾鷲から大阪に出るには最短距離なのです。道

路改修がなされないのであまり通る人が居なかったのです。そして、先年このルート

が崖崩れで通れなくなってしまいました。一応国道なので、普通なら長くとも数ヶ月

で復旧するのですが、見捨てられた国道なのか何年も通行不能で放置されてきました。 
 このルートも山を越えた天川側では急速に改良が進み二車線化してきています。天

川と大峰山へ向かうルートとして要望が強いからです。しかし、上北山・熊野方向へ

の改良要求は向こう側からはほとんどありません。こちらから向こうへ向かうことは

あっても、向こうからこちらに来ることはほとんどないですからね。 
 こんな背景は国道３１１号線の尾鷲ー熊野の境界部分の開通が二十年ほど遅れた

ところにもありました。 熊野市側は熱心でも尾鷲にとってはそんなにほしい区間で

はなかったからです。 
 この３０９号線も低いところにトンネルでも掘ってあれば南紀ー関西最短ルート

でこんな冷遇されないで主役の座に躍り出たのでしょうがねえ。 
 と言う私もこのルートは二度走っただけです。 



 頂上の眺めは雄大で、谷あいはどこに車を止めてもきれいな渓谷なのですが、もの

すごい崖でどこにも車を停めておきたくないところです。 
 と言うことでこの区間の写真の手持ちがありません。 

 

 大峰山入り口の『母公堂』…役の行者のお母さんが息子の身を案じてここまで追い

かけてきて祈ったところだそうです。いつの世も… 
 過保護なのに立派に育つ人も居るものです。  
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2007 年  03 月  22 日  

熊野の旅 花の時期 桜  

 そろそろ各地から桜の便りが聞こえてきています。 
 ここは地図でもお分かりになるように、紀伊半島の南端でずいぶん南の方です。当

然のように春の花は早く咲き始めます。 
 しかし、この話には『しかし』が付くのです。 
 春の花の中で横綱級の『桜』の開花に関しては各地に比べ遅めなのです。 
 ソメイヨシノと言ってもずいぶん個体差があり開花時期はずれていますが、どの桜

も遅いのです。 
 例年の開花予想ではこの辺も早い方のラインに入れていましたが、今年の修正開花

予想では早いラインは上の方で停まっていて、紀伊半島のほうは遅れて発表され、毎

年感じる実際のものとよく似た物でした。 
 このようにこのあたりの桜は大阪あたりより一週間ほど遅いのが普通です。  
 気温の方は緯度の関係と目の前の黒潮の関係で大阪などより暖かいです。最低気温

も高いです。それなのに、遅いのです。 



 桜のつぼみが動き出すのが１１月ごろの低温時期だそうです。どうやら、この辺は

中途半端に暖かいのでその時期にスイッチが入りにくくスタートが少し遅れるみた

いです。 
 スイッチが入るのが遅くても、気温が上がってくるのは早いので、どんどん追いつ

いて少しの暮れだけで咲いてくるのかもしれません。 
 今年も花見にはまだ早いようです。今週末でも満開とは行かないでしょうね。 
 あちこちでぽつぽつと咲いてきていますが、最近の低温はまだ続いています。 
 熊野で花見をするなら、便利なところでは『大泊駅』、海岸線では『新鹿駅』、山間

部では『神川』、『水大師』がお勧めです。ここならござを敷いて花見をしてもしから

れることは無いでしょう。駅にも駅員さんは居ませんしね。こんなときには無人駅も

いいものです。 
 ただし、掃除する駅員さんも居ないのですからゴミなど残さないでください。 
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